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「
文
化
財
」
の
定
義
文
化
財
と
は
歴
史
的
・
文
化
的
所
産
で
あ
っ
て
、
他
の
も
の
を
も
っ
て
変
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
重
厚
味
を
秘
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
の
中
で
創
造
し
、
育
ん
で
来
た
確
か
な
証
し
で
あ
り
、
他
の
民
族
が
け
っ
し
て
侵
し
て
は
な
ら
な
い
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
民
族
の
尊
厳
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
、
崇
高
に
し
て
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
辞
典
類
で
「
文
化
財
」
の
項
目
を
引
い
て
み
る
。
金
田
一
春
彦
・
池
田
弥
三
郎
編
『
学
研
国
語
大
辞
典
』
に
は
「
文
化
活
動
に
よ
っ
て
つ
く
り
だ
さ
れ
、
文
化
的
価
値
の
あ
る
も
の
。
特
に
、
文
化
財
保
護
法
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
も
の
。
こ
れ
は
有
形
文
化
財
・
無
形文化財・民俗資料・史跡名勝天然記念物の四つに分けられる」とあり、新村出編「広辞苑』には「文化財（【』一目空言
ド
イ
ツ
）
１
文
化
価
値
を
有
す
る
も
の
。
文
化
活
動
の
客
観
的
所
産
と
し
て
の
諸
事
物
。
２
文
化
財
保
護
法
で
保
護
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
た
文
化
財
」
と
あ
る
。
ま
た
、
平
凡
社
『
大
百
科
事
典
』
の
当
該
項
目
は
、
長
く
文
化
財
保
護
行
政
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
坪
井
清
足
の
執
筆
に
な
る
も
の
で
、
文
化
財
の
種
類
・
文
化
財
保
護
・
文
化
財
保
護
の
歩
み
の
三
つ
の
小
項
目
を
立
て
、
前
出
２
辞
典
の
後
半
部
分
を
詳
細
に
記述している。
ど
う
や
ら
二
法
政
史
学
第
五
十
二
号
文
化
財
保
護
法
制
定
以
前
ｌ
文
化
財
の
共
通
理
解
の
た
め
に
Ｉ
「
文
化
財
」
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
は
二
つ
に
分
け
て
述
べ
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
『
学
研
国
語
大
辞
典
』
と
『
広
辞
段
木
一
行 四
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【」言局四」ずのＨとは【」冒局（文化）と○三の局（富・財産）の複合文字であることは明らかで、これを日本では「文化
財
」
と
ス
ト
レ
ー
ト
に
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
不
安
定
な
訳
語
が
定
着
し
た
の
が
昭
和
二
五
年
（
一
九
五
○
）
に
制
定
さ
れ
た
「
文
化財保護法」であり、ようやく認知された単語といえる。この「文化財保護法」の英訳は「弓宮田ロゴ局・司句［・←の＆・ロ・烏
○日盲同巴卑・での耳」のの」ではあるが、イギリスにはこのようなずばりとした法律はない。日本での「文化財」という訳語
は
哲
学
用
語
か
ら
出
発
し
、
現
在
で
は
法
律
用
語
と
し
て
利
用
さ
れ
、
よ
う
や
く
一
般
用
語
と
し
て
も
認
知
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
苑
』
の
そ
れ
ぞ
れ
の
前
半
部
分
は
「
文
化
的
価
値
の
あ
る
も
の
」
で
あ
っ
て
、
金
山
正
好
は
、
『
岩
波
哲
学
辞
典
」
（
’
九
二
二
年
刊
）
、
同
文館『哲学大辞曲〈』（一九一一六年刊）、伊藤吉之助「岩波哲学小辞曲〈』（一九三○年刊）などを比較した上で、平凡社『哲
学
事
典
』
の
記
述
が
も
っ
と
も
簡
潔
で
あ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。
文化財【言Ｈ空言臼文化の所産のこと。リッヶルトによれば、自然科学の対象は法則的であるが、文化科学の対
象
は
個
性
的
で
あ
っ
て
価
値
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
文
化
価
値
が
付
着
し
て
い
る
客
観
的
な
実
在
を
文
化
財
と
い
う
。
文
学
・
宗
教
・
道
徳・芸術・科学・法制・経済などがすべてこれである。囚烏の１一ｍ『の←の白口のＨ勺巨］・の。ご言の’九一一一
そ
し
て
、
金
山
は
「
日
本
で
ド
イ
ツ
語
の
ク
ル
ッ
ゥ
ル
グ
ッ
テ
ル
を
文
化
財
と
訳
し
た
の
は
、
大
正
末
期
に
西
南
ド
イ
ツ
学
派
の
リ
ッ
ケ
ル
ト
の
哲
学
を
紹
介
し
た
人
び
と
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
」
（
『
文
化
財
の
保
護
」
第
一
号
、
東
京
都
教
育
委
員
会
、
一
九
六
九
年
）
と
述
べ
て
い
文
化
財
保
護
の
意
識
江
戸
時
代
以
前
に
も
文
化
的
遺
産
を
大
切
に
保
存
す
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
人
び
と
の
意
識
の
中
に
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
古
代
・
中
世
の
歴
史
的
所
産
は
保
護
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
そ
れ
な
り
に
活
用
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
主
要
な
神
社
建
築
が
二
○
年
ご
と
に
改
築
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
｜
代
ご
と
に
伝
統
的
技
法
や
様
式
に
よ
っ
て
社
殿
を
建
て
替
え
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
正
統
な
技
術
の
継
承
を
前
提
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
元
来
、
文
化
財
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
文
化
的
所
産
で
あ
っ
て
、
時
代
の
変
遷
に
伴
い
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
民
家
が
時
代
の
必
要
性
に
よ
っ
て
改
築
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
そ
の
例
で
あ
り
、
常
に
生
活
の
変
化
に
影
響
さ
れ
る
も
の
で
、
る
○文
化
財
保
護
法
制
定
以
前
（
段
木
）
五
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但
、
品
目
並
二
所
蔵
人
名
、
委
詳
記
載
シ
、
其
官
庁
ヨ
リ
可
差
出
事
と
し
、
古
器
・
旧
物
を
具
体
的
に
掲
げ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
祭
器
・
古
玉
宝
石
・
石
努
雷
斧
・
古
鏡
古
鈴
・
銅
器
・
古
瓦
・
武
器
・
古
書
画
・
古
書
籍
並
古
経
文
・
扁
額
・
楽
器
・
鐘
鈷碑銘・墨本・印章・文房諸具・農具・工匠器械・車輿・屋内諸具・布帛衣服装飾・皮革・貨幣・諸金製造器・陶磁器・
漆器・度量権衡・茶器香具・花器・遊戯具・雛幟等偶人並児玩・古仏像並仏具・化石の一一一一部で、「右品物ハ上ハ神代ヨ
リ近世二至ル迄、和品舶来二不拘」とその範囲を示している。
これらの例示を見ると、一般的に骨董的価値のある美術工芸品に属しているものがほとんどであり、現在の文化財の
範囲と比較してみると、きわめて限定されたものと考えられよう。すなわち、歴史的建造物、すぐれた伝統芸能や技術、
史跡・天然記念物のようなものは、保護の対象になっていないのである。文化財保護の進んでいるイギリスにおいても、
古建築物保護協会（弓けの、○日のご【・局言の勺司・←の＆・ロ・冷しロ・」の三ｍ昌己目、の）および、古記念物協会（弓冨レロロの曰
三・目白の二ｍｍ・臼のご）は、’八七七年に成立し、国立史跡名勝トラスト（日丘のｚｇ」・ロロ］弓目の罠・局国ＰＣのｍ・帛四の（・国・
目
三
の
目
の
の
（
・
局
三
口
は
。
□
巴
）
は
、
一
八
九
五
年
に
設
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
わ
が
国
の
対
応
が
、
そ
れ
ほ
ど
遅
れ
それもまた、紛れのない文化財なのである。すなわち、文化財は時代を反映するものであって、民族の発展を正しく示し
ている。いわば現存する文化財はその形態がどうであれ、なんらかの必要性があって伝存するものであるから、改造され
た
部
分
も
ま
た
文
化
的
・
歴
史
的
所
産
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
を
含
め
た
形
を
も
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「古器旧物保存方」
明治四年（一八七二五月、発足してからまだ日の浅い新政府は、大政官符をもって「古器旧物保存方」を布告した。
古器旧物ノ類へ古今時勢ノ変遷・制度風俗ノ沿革ヲ考証シ候為メ、其稗益不少候処、自然厭旧競新候流弊ヨリ、
追
々
遺
失
段
壊
二
及
ビ
候
テ
ハ
、
実
二
可
愛
惜
事
二
候
条
、
各
地
方
二
於
テ
歴
世
蔵
貯
致
シ
居
候
古
器
旧
物
類
、
別
紙
品
目
ノ
通
、
細
大
法
政
史
学
第
五
十
二
号
ヲ
不
論
、
厚
ク
保
全
致
事
六
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た
も
の
で
は
な
か
っ
た
事
実
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
幕
末
の
混
乱
期
に
、
わ
が
国
の
文
化
財
が
、
多
く
海
外
に
流
出
し
て
い
た
事
実
が
原
因
の
一
端
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
明
治
四
年
（
一
八
七
つ
の
「
古
器
旧
物
保
存
方
」
は
、
た
ん
に
所
有
者
名
を
書
き
上
げ
た
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
保
存
方
法
や
保
護
制
度
ま
で
は
考
え
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
大
政
官
布
告
は
わ
が
国
の
文
化
財
保
護
史
の
出
発
点
に
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
重
要
な
歴
史
的
意
義
を
持
っ
て
い
る
。
「古社寺保存法」
明
治
八
年
二
八
七
五
）
九
月
、
「
官
国
幣
社
及
府
県
郷
社
古
来
ノ
制
式
保
存
方
」
の
大
政
官
布
達
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
古式の神社建築の改変をしないよう命じており、社寺の財産・什物の明細書上げを指示し、処分の防止を通達している。
こ
れ
は
平
田
派
が
推
進
し
た
明
治
元
年
（
’
八
六
八
）
の
神
仏
分
離
の
政
策
に
よ
っ
て
破
壊
が
進
ん
だ
実
情
の
行
き
過
ぎ
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
実
態
に
お
い
て
は
余
り
効
果
は
な
か
っ
た
。
明
治
二
十
年
二
八
八
七
）
宮
内
省
に
臨
時
宝
物
取
調
局
が
設
置
さ
れ
、
全
国
的
に
「
い
わ
ゆ
る
宝
物
」
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
調
査の中心的役割を果たしたのは、黒川真頼、岡倉天心、小杉柵邨やフェノロサで、美術上・歴史上価値あるものに等級を
つ
け
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
調
査
を
通
し
て
実
態
を
知
る
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
、
保
存
対
策
に
ま
で
は
及
ん
で
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
古
墳
出
土
物
の
取
扱
い
明治七年（一八七四）五月、太政官達「古墳発見ノ節届出方」が告示された。これは開墾などによって古墳が破壊され
ている現実を踏まえて、教部省への発見報告の義務を課したものである。文化財の範囲が史跡に及んだことを明らかにす
る
も
の
で
も
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
が
歴
史
的
建
築
の
保
全
を
打
ち
出
し
た
の
が
一
八
七
七
年
、
史
跡
保
全
が
一
八
九
五
年
で
あ
る
の
と
比
較
す
る
と
、
日
本
は
一
八
七
四
年
に
史
跡
保
全
対
策
を
打
ち
出
し
て
お
り
、
独
自
に
し
て
、
か
つ
、
早
い
時
期
だ
っ
た
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
。
こ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
情
の
違
い
に
起
因
す
る
も
の
だ
が
、
古
墳
の
中
で
も
大
型
古
墳
や
伝
承
に
よ
る
天
皇
陵
な
ど
に
対
し
て
、
非
公
開
と
い
う
方
策
を
打
ち
出
す
前
提
に
な
っ
た
大
政
官
布
達
で
あ
る
。
文
化
財
保
護
法
制
定
以
前
（
段
木
）
七
Hosei University Repository
上野東照宮社殿等（十棟）
な
ど
が
あ
り
、
外
に
も
明
治
期
』
（
４
）
国
宝
を
損
壊
し
た
者
に
対
し
て
罰
則
を
適
用
す
る
。
（
５
）
諮
問
機
関
と
し
て
古
社
寺
保
存
会
を
設
置
す
る
。
な
ど
で
、
第
一
回
指
定
は
同
年
十
二
月
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
年
々
指
定
さ
れ
充
実
し
て
い
っ
た
。
東
京
で
指
定
さ
れ
た
も
の
と
し
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
六
月
、
「
古
社
寺
保
存
法
」
が
制
定
さ
れ
、
わ
が
国
で
も
よ
う
や
く
文
化
財
の
保
護
が
真
剣
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
「
古
社
寺
保
存
法
」
は
二
○
条
か
ら
構
成
さ
れ
る
短
い
法
律
で
は
あ
る
が
、
半
世
紀
後
に
制
定
さ
れ
る
「
文
化
財
保
護
法
」
に
先
行
す
る
法
律
と
し
て
注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
民
族
の
歴
史
的
・
文
化
的
財
産
の
保
護
を
目
指
し
た
本
格
的
な
国
家
政
策
が
明
確
化
し
た
も
の
と
い
え
る
。
「
古
社
寺
保
存
法
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
主
な
点
を
あ
げ
る
と
、
（
１
）
建
造
物
・
宝
物
類
の
維
持
困
難
な
も
の
に
つ
い
て
は
国
が
補
助
金
を
交
付
す
る
。
（
２
）
歴
史
上
・
芸
術
上
価
値
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
指
定
す
る
。
ては、
（
３
）
公
開
を
義
務
付
け
る
。
ど
が
あ
り
、
外
に
も
明
治
期
に
指
定
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
東
京
国
立
博
物
館
保
管
の
十
六
羅
漢
像
・
地
獄
草
子
・
二
祖
調
心
図
浅
草
寺
の
大
蔵
経
及
び
法
華
経
上
野
護
国
院
の
愛
染
明
王
画
像
芝
増
上
寺
の
法
然
上
人
絵
巻
及
び
大
蔵
経
（
宋
板
・
元
板
・
高
麗
板
）
湯
島
霊
雲
寺
の
弥
勒
曼
陀
羅
図
・
天
帝
図
武
蔵
御
嶽
神
社
の
赤
糸
威
甲
冑
・
紫
裾
濃
大
鎧
甲
冑
・
鍍
金
長
覆
輪
太
刀
・
黒
漆
太
刀
日
枝
神
社
の
太
刀
（
九
振
）
法
政
史
学
第
五
十
二
号
八
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埋
蔵
物
の
取
扱
い
「古社寺保存法」が制定されてから二年後の明治三十二年（一八九九）から指定行為を実施しているが、同時に注目す
べ
き
訓
令
が
内
務
省
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
。
「
学
術
技
芸
若
ハ
考
古
ノ
資
料
ト
ナ
ル
ヘ
キ
埋
葬
物
取
扱
二
関
ス
ル
件
」
が
こ
れ
で
あ
る
。
訓
令
の
本
旨
は
、
古
墳
関
係
の
資
料
に
つ
い
て
は
宮
内
省
に
提
出
し
、
石
器
時
代
の
資
料
は
東
京
帝
国
大
学
に
提
出
す
る
こ
と
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
旧
来
か
ら
天
皇
陵
と
さ
れ
て
き
た
古
墳
が
、
地
方
豪
族
の
墳
墓
と
し
て
明
確
化
さ
れ
た
場
合
の
対
応
や
、
歴
史
教
科
書
に
神
話
を
持
ち
込
ん
で
い
る
教
育
国
策
に
対
し
て
、
発
見
さ
れ
る
考
古
学
的
遺
物
と
の
矛
盾
を
恐
れ
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
天
皇
制
確
立
期
に
お
け
る
、
こ
の
国
家
的
強
要
は
現
在
に
お
い
て
も
そ
の
弊
害
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
こ
の
訓
令
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
も
す
で
に
破
産
し
て
い
た
専
制
君
主
時
代
の
植
民
地
か
ら
の
略
奪
行
為
を
、
国
内
に
お
い
て
実
行
し
よ
う
と
す
る
時
代
錯
誤
的
発
想
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
地
方
に
存
在
す
る
そ
の
地
の
文
化
遺
産
を
、
権
力
に
よ
っ
て
中
央
に
集
積
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
愚
民
思
想
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
歴
史
的
に
そ
の
地
方
の
固
有
の
文
化
財
が
持
ち
去
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
本
来
、
文
化
財
は
そ
の
地
に
あ
っ
て
こ
そ
価
値
が
あ
る
も
の
で
、
剥
ぎ
取
ら
れ
る
よ
う
に
持
ち
去
ら
れ
た
文
化
財
は
、
そ
れ
が
持
つ
本
来
的
価
値
の
大
半
が
否
定
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
よ
う
な
文
化
財
を
「
浮
草
文
化
財
」
と
か
、
「
根
無
し
草
文
化
財
」
と
呼
ん
で
い
る
。
し
か
も
、
中
央
に
集
め
ら
れ
た
、
こ
れ
ら
貴
重
な
文
化
財
が
、
正
確
な
出
土
地
や
、
発
見
さ
れ
た
時
の
状
や、個人所有の浄土曼陀羅図・薬師如来像などがある。このように国が文化財指定を実施したものについて、東京都内に
限
っ
て
見
れ
ば
、
「
古
社
寺
保
存
法
」
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
件
数
は
八
○
六
件
で
あ
る
。
麻
布
天
真
寺
の
十
六
羅
漢
像
宝
泉
寺
の
興
正
菩
薩
像
護
国
寺
の
尊
勝
曼
陀
羅
図
・
金
銅
五
鈷
鈴
浅
草
徳
本
寺
の
本
多
正
信
像
高
輪
美
術
館
の
聖
観
音
像
文
化
財
保
護
法
制
定
以
前
（
段
木
）
九
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的
に
増
加
し
た
の
で
あ
る
。
当
時
、
欧
米
諸
国
は
日
本
文
化
に
注
目
し
、
か
つ
、
日
本
が
経
済
的
不
況
期
に
入
っ
た
こ
ろ
か
ら
、
歴
史
的
・
文
化
的
遺
産
の
海
外
流
失
が
目立ってきた。そこで昭和八年（一九三一一一）四月「重要美術品等ノ保存二関スル法律」を制定し、国宝指定以外の文化財
の
海
外
流
失
阻
止
の
対
策
を
立
て
て
い
る
。
こ
の
法
律
は
わ
ず
か
五
ケ
条
か
ら
成
る
簡
単
な
も
の
だ
が
、
そ
の
第
一
条
は
「
歴
史
上
又
ハ
美
術
「
国
宝
保
存
法
」
と
「
重
美
認
定
ノ
法
律
」
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
に
「
国
宝
保
存
法
」
が
制
定
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
旧
来
の
「
古
社
寺
保
存
法
」
が
廃
止
さ
れ
た
。
新
法
は
二
五
ケ
条
か
ら
成
る
法
律
で
、
神
社
・
寺
院
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
て
い
た
指
定
の
範
囲
を
、
個
人
・
団
体
・
国
に
ま
で
拡
大
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
指
定
名
称
を
「
国
宝
」
と
呼
称
し
、
所
管
省
を
内
務
省
か
ら
文
部
省
へ
と
移
管
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
文
化
財
指
定
件
数
は
飛
躍
況
・
環
境
の
記
録
も
な
し
に
、
未
整
理
の
ま
ま
、
現
在
で
も
険
に
覆
わ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
に
返
還
す
る
こ
と
す
ら
、
今
で
も
拒
否
し
続
け
て
い
る
事
実
を
考
え
る
と
、
こ
の
訓
令
が
も
た
ら
し
た
後
遺
症
が
い
か
に
大
き
か
っ
た
か
驚
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
金
山
は
「
提
出
し
た
側
か
ら
は
、
無
償
で
取
上
げ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
怨
嵯
の
声
を
、
今
で
も
時
お
り
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
「
古
社
寺
保
存
法
」
が
保
護
す
る
主
た
る
対
象
物
は
、
神
社
や
寺
院
が
所
蔵
し
て
い
る
美
術
工
芸
品
で
あ
っ
た
。
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
文
化
財
保
護
思
想
が
定
着
し
つ
つ
あ
り
、
動
物
・
植
物
・
鉱
物
な
ど
の
自
然
物
の
保
護
活
動
が
広
ま
っ
て
い
た
。
わ
が
国
で
も
植
物
学
者
の
三
好
学
ら
が
こ
の
動
き
に
注
目
し
、
明
治
三
十
九
年
（
一
九
○
六
）
自
然
物
の
保
護
の
必
要
性
を
訴
え
、
東
京
周
辺
の
実
地
調
査
に
乗
り
出
し
て
い
る
。
そ
の
調
査
研
究
の
成
果
は
『
都
下
に
於
け
る
史
跡
並
天
然
紀
念
物
一
班
其
亘
と
し
て
纏
め
て
刊
行
し
て
い
る
。
こ
の
刊
行
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
三
宅
秀
（
貴
族
院
議
員
）
は
「
史
跡
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
二
関
ス
ル
建
議
案
」
を
帝
国
議
会
に
提
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
実
現
は
容
易
で
は
な
く
、
「
史
跡
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
」
が
成
立
を
み
た
の
は
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
で
、
八
年
も
の
年
月
を
要
し
た
の
で
あ
っ
た
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
も
の
を
み
る
と
、
車
泉
で
は
大
正
十
年
（
’
九
一
二
）
に
は
小
石
川
大
塚
先
儒
墓
所
と
、
小
岩
村
の
ム
ジ
ナ
モ
産
地
が
あ
る
。
法
政
史
学
第
五
十
二
号
■■■■■■■■■■
○
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当
初
、
重
要
美
術
品
認
定
は
海
外
流
出
の
阻
止
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
準
国
宝
指
定
的
な
性
格
を
持
ち
、
赤
坂
氷
川
神
社
社
殿
・
高
尾
山
薬
王
院
の
飯
縄
権
現
堂
や
石
造
物
な
ど
に
範
囲
が
拡
大
さ
れ
て
い
っ
た
。
昭
和
二
十
年
二
九
四
五
）
八
月
の
戦
争
終
結
に
よ
っ
て
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
の
軍
政
下
に
置
か
れ
た
。
戦
中
・
戦
後
の
混
乱
期
に
お
い
て
、
貴
重
な
歴
史
的
・
文
化
的
遺
産
は
そ
の
多
く
を
消
滅
さ
せ
た
。
と
く
に
戦
後
、
海
外
流
出
は
日
常
的
な
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
社
会
状
況
は
学
術
研
究
を
阻
害
す
る
ほ
ど
に
な
り
、
民
族
自
立
の
た
め
に
も
流
出
現
象
の
阻
止
が
緊
急
な
課
題
に
な
っ
た
。
ま
た
、
文
化
財
の
保
存
対
策
が
決
定
的
に
弱
体
化
し
て
い
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
あ
る
事
故
が
起
こ
っ
た
。
法
隆
寺
壁
画
焼
失
事
故
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
昭
和
二
十
五
年
（
’
九
五
○
）
「
文
化
財
保
護
法
」
が
制
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
部
分
的
な
改
定
が
何
度
か
行
わ
れ
た
が
、
昭
和
三
十
年
代
後
半
の
高
度
経
済
成
長
政
策
に
よ
る
国
民
生
活
の
激
変
や
土
地
の
急
激
な
開
発
な
ど
が
あ
っ
て
、
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
に
文
化
財
保
護
法
は
全
面
的
に
改
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
文
化
財
を
指
定
し
保
護
す
る
と
い
う
制
度
は
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
上
、
特
二
重
要
ナ
ル
価
値
ア
ル
ト
認
メ
ラ
ル
ル
者
ハ
、
主
務
大
臣
ノ
許
可
ヲ
受
ク
ヘ
シ
。
但
シ
現
存
者
ノ
製
作
二
係
ル
モ
ノ
、
製
作
後
五
十
年
ヲ
経
サ
ル
モ
ノ
ハ
、
此
ノ
限
二
存
ラ
ス
」
と
し
て
、
こ
の
法
律
制
定
の
真
意
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
か
く
し
て
、
こ
の
法
律
に
よ
る
重
要
美
術
品
（
重
美
）
の
認
定
が
、
同
年
中
に
実
施
さ
れ
、
岩
崎
小
弥
太
等
個
人
が
所
有
す
る
も
の
な
ど
の
絵
画
・
工
芸
品
七
一
点
が
東
京
府
だ
け
で
も認定されている。
当
初
、
重
要
美
術
［
文
化
財
保
護
法
制
定
以
前
（
段
木
）
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